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2016年度卒業論文題目一覧
恩 地 由 希 江 ドイツと日本昔ばなしの比較
　―グリム童話と遠野物語―
木 下 真 理 子 ビール大国ドイツの歴史―現代にいたるまで
近 田 　 り か ドイツにおける Kräuterの歴史
佐 古 井 真 紀 明治期におけるグリム童話の翻訳
塩 見 　 梨 花 オルゴールの歴史と日本のオルゴールに関する考察
下 野 　 晃 司 ドイツにおける環境教育とそれによる環境意識の形
成の意味
　―緑化政策にもふれながら―
宝 本 　 知 樹 サッカードイツナショナルチームの移民の背景
　―国籍法改正による影響―
竹 内 　 美 咲 ストーリーマンガにおけるオノマトペのドイツ訳
　―  ONE PIECE、NARUTO、美少女戦士セーラー
ムーンより―
佃 　 　 天 音 ドイツ表現主義が生んだ映画「カリガリ博士」とは
　―  ドイツ表現主義誕生からカリガリ誕生までを
辿って考える―
中 野 紗 保 里 ドイツの戦後復興からみる国民性
永 沼 　 琴 子 ドイツ語における句読法について
福 地 　 祥 子 ドイツの家族の変遷と家庭教育による人格形成につ
いて
藤 原 　 奈 央 『幼年時代』（Eine Kindheit）についての作品解釈
松 本 　 祐 果 ドイツの家族政策と子育て
　―少子化問題の原因とは―
向 井 　 　 渚 「千匹皮」とその類話
　―民間説話の比較・分類研究―
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村 上 由 香 里 労働観における日独比較検討
　―ドイツ労働哲学を基に―
安 田 　 茉 央 ゴミの処理方法とエコライフ
　―環境政策から見た日独比較―
柳 　 　 麗 菜 ドイツと日本の環境政策の違いについて
　―ドイツ市民の環境意識の高さ―
井 口 あ ず さ 1980年代の西ドイツの歴史教育について
金 城 　 　 寛 『若きヴェルターの悩み』読後の集団自殺について
の原因の考察
　― 18世紀当時のドイツの社会状況と読者―
島 田 　 亮 佑 グリム童話から見るジェンダー
　―女性登場人物の自発性を焦点に―
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関西大学独逸文学会記録
（2016年 1 月～12月）
2016年度総会および第109回研究発表会
　日時：2016年11月12日（土）13時00分～17時30分
　場所：関西大学（千里山）第 1学舎 5号館 E501教室
　○研究発表会
　【ゼミ発表】
　（学部 3、 4年生によるもの。司会は本学教授・佐藤裕子）
　 1．辻美沙季
　　　　ドイツの食文化について
　 2．中野雪菜
　　　　J.S.バッハと聖書
　 3．永沼琴子
　　　　ドイツ語における句読法について
　 4．山下順加
　　　　バウハウス移転の事情を巡って
　【研究発表】
　松下泰之（大学院博士前期在学）
　　ヘルダーの作品群における感覚論とその受容
　司会　芝田豊彦（本学教授）
　【講演】
　宇佐美幸彦（本学教授）
　　初期リヒャルト・ヒュルゼンベックについて
　　　―ダダイズム誕生100年に当たって―
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　○総会
　　 1）会長挨拶　芝田豊彦
　　 2）編集報告　工藤康弘
　　　　 　これまで申し込み締切が 8月30日、原稿締切が10月30日とし
ていたが、今後申し込み締切を10月30日、原稿締切を12月20日
とすることを幹事会で決定した。また、今後関西大学のリポジ
トリに入るので、「独逸文学」に掲載された論文等はインター
ネットで公開される。
　　 3）会計報告　佐藤裕子
